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市川副町長

一
般
会
計

　

令
和
２
年
度
は
、
当
初
予

算
98
億
４
６
０
０
万
円
で
し

た
が
、
年
度
途
中
の
財
政
需

要
に
よ
り
12
回
の
補
正
を
行

い
、
27
億
６
３
１
２
万
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
増
築
事

業
、
中
小
企
業
育
成
事
業
、

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
、

小
中
学
校
維
持
管
理
事
業
で
、

併
せ
て
６
億
６
４
４
５
万
円

が
繰
り
越
さ
れ
、
最
終
予
算

で
は
１
３
２
億
７
３
５
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

　

町
税
で
は
法
人
町
民
税
の

減
収
な
ど
で
、
前
年
よ
り
１

２
４
５
万
円
の
減
額
で
す
。

　

普
通
交
付
税
で
は
社
会
福

祉
費
の
伸
び
や
、
償
還
補
て

ん
の
増
で
２
億
３
４
１
万
円

の
増
額
で
す
。

　

特
別
交
付
税
で
は
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
増
員
や
、
文

化
財
活
用
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
な
ど
の
事
業
で
３
７

０
６
万
円
の
増
額
で
す
。

　

寄
附
金
で
は
、
株
主
事
業

で
１
億
９
２
０
０
万
円
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
４
１

５
０
万
円
の
増
額
で
す
。

歳
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
定
額
給
付

金
、
経
済
対
策
、
大
学
等
進

学
者
に
対
す
る
奨
学
金
事
業

や
個
人
、
団
体
に
対
す
る
補

助
金
、
交
付
金
の
増
加
で
11

億
２
０
０
０
万
円
の
増
額
で

す
。

基
金
の
状
況

　

３
月
末
で
26
億
９
５
０
０

万
円
、
う
ち
財
政
調
整
基
金

は
４
億
８
６
０
０
万
円
で
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

　

歳
出
合
計
で
、
１
億
８
９

３
４
万
円
で
す
。

　

使
用
料
の
収
入
は
１
億
４

９
４
万
円
で
、
国
の
補
助
金

は
１
４
４
８
万
円
で
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
４
２
９
８
万
円
で
す
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　

診
療
収
入
は
、
１
億
８
４

９
０
万
円
で
前
年
比
２
２
３

６
万
円
の
減
で
す
。

　

繰
入
金
は
２
億
２
０
４
０

万
円
で
、
令
和
２
年
度
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

入
院
、
通
院
患
者
の
減
少
で
、

一
般
会
計
の
繰
入
金
が
１
億

４
０
６
４
万
円
、
へ
き
地
直

診
調
整
交
付
金
が
７
９
７
０

万
円
で
す
。

令和２年度

123億円の決算を認定
　

９
月
７
日
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
他
２
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て
、
市
川
副
町
長
の
説
明
・
安
井
代

表
監
査
委
員
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
８
・
９
日
に
、
所

管
の
各
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

10
日
の
本
会
議
で
は
、
３
会
計
の
決
算
を
、
全
会

一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

日
本
語
学
校
の
校
納
金

が
６
０
０
０
万
円
ほ
ど
減

っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
の

運
営
、
施
設
管
理
事
業
に

出
た
影
響
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
（
文
化
交
流
課
長
）

　

日
本
語
学
校
運
営
事
業

で
１
２
５
４
万
円
、
せ
ん

と
ぴ
ゅ
あ
運
営
管
理
事
業

で
１
８
６
５
万
円
で
、
留

学
生
の
減
少
は
あ
り
ま
し

た
が
運
営
に
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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単位：千円

 （単位：千円）
会　　　　計　　　　別 歳　　　入 歳　　　出 残　　　高

1.　一 般 会 計 12,397,438 12,078,731 318,707
2.　公共下水道事業特別会計 202,576 189,335 13,241
3.　東川町立診療所特別会計 437,834 411,635 26,199

合 　 　 　 計 13,037,848 12,679,701 358,147
前 　 年 　 度 9,902,415 9,694,590 207,825
比 較 増 減 額 3,135,433 2,985,111 150,322

（単位：千円・％）
年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

町 税 892,932 921,631 932,942 927,879 915,434
分担金及び負担金 37,379 34,230 33,625 29,381 16,807
使用料及び手数料 210,623 237,871 256,716 276,593 216,593
財 産 収 入 48,375 67,964 34,270 41,145 28,866
寄 附 金 184,493 504,722 463,879 655,791 903,817
繰 入 金 497,275 798,774 497,600 268,367 458,209
繰 越 金 161,226 182,202 298,730 190,132 179,237
諸 収 入 242,113 241,229 290,616 305,753 445,955

計
26.78 30.16 30.07 29.12 25.53 

2,274,416 2,988,623 2,808,378 2,695,041 3,164,918

不動産売払収入
を除いた計

26.59 30.05 30.05 28.86 25.45
2,258,260 2,977,580 2,806,311 2,671,035 3,155,012

歳 入 決 算 額 8,494,282 9,907,752 9,371,136 9,287,269 12,397,438

区分

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表 1 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況

表 2 自主財源の年度別比較表 2 自主財源の年度別比較

歳　入

歳　出

自主財源 25.5％

消費的経費 61.0％

その他 7.4％

■■町税915,434　7.4％

■■繰入金458,209　3.7%
■■諸収入445,955　3.9%

■■繰出金
　183,860 1.4％

■■積立金・その他
　819,820　6.9％

■■地方交付税
　4,109,245　33.1%　

■■補助事業
　1,704,770 14.1% ■■維持補修・扶助費

　633,491 5.2%

■■その他303,618
　2.3%
■■町債1,543,487
　12.5%

■■国・道支出金
　3,276,170　26.4%

■■その他
　1,128,727
　9.0%

■■単独事業等
　570,525 4.7%

■■元金
　1,579,117 13.1％　1,579,117 13.1％

■■利子
　50,640 0.4％

■■使用料・手数料
　216,593　1.7%

■■人件費
　1,456,006 12.1%

■■物件費
　1,958,144 16.2%

■■補助費
　3,122,358 25.9%

公債費 13.5％

依存財源 74.5％

投資的経費 18.8％

歳入総額
12,397,438千円
100.0％

歳出総額
12,078,731千円
100.0％
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●　
第
３
回
定
例
会
を
、
令
和
３
年
９
月
７
日
か
ら

10
日
ま
で
の
４
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

●　
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

●　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
２
特
別
会
計
の
決
算

を
認
定
し
ま
し
た
。

●　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
１
特
別
会
計
の
補
正

予
算
案
・
条
例
案
・
人
事
案
件
・
報
告
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
可
決
ま
た
は
同
意
・
報

告
済
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正 

第
６
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
３

９
６
万
円
増
額
し
、
総
額
は

１
１
０
億
４
５
２
５
万
円
で
、

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

歳
出

①
防
災
対
策
事
業

（
９
２
４
万
円
）

　

東
川
ア
プ
リ
に
緊
急
時
の

発
信
音
機
能
、
文
字
情
報
を

音
声
に
変
換
す
る
機
能
、
送

信
者
を
特
定
し
て
情
報
発
信

を
行
う
機
能
を
追
加
す
る
た

め
の
改
修
費
で
す
。

②
北
海
道
文
化
・
日
本
遺
産

「
大
雪
山
」
文
化
国
内
外
発

信
事
業　
（
１
１
０
０
万
円
）

　

故
・
知
里
幸
恵
氏
の
ア
イ

ヌ
の
物
語
を
映
像
化
す
る
事

業
費
に
つ
い
て
増
額
し
、
財

源
は
、
道
の
地
域
づ
く
り
交

付
金
５
０
０
万
円
の
ほ
か
、

一
般
財
源
を
増
額
し
ま
す
。

③
東
川
版
「
学
生
関
係
人

口
」
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
１
億
２
７
３
５
万
円
）

　

地
元
や
都
市
部
の
学
生
や
、

留
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど

を
活
用
し
た
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
地
元
イ
ン
タ
ー
ン

や
地
域
課
題
解
決
な
ど
の
事

業
を
通
じ
て
、
学
生
の
中
長

期
滞
在
を
促
し
、
地
域
内
の

経
済
循
環
を
創
出
す
る
事
業

で
す
。

　

財
源
は
国
庫
支
出
金
、
地

方
創
生
応
援
税
制
寄
附
金
、

商
工
費
寄
附
金
、「
写
真
の

町
」
ひ
が
し
か
わ
株
主
基
金

を
増
額
す
る
ほ
か
、
一
般
財

源
の
う
ち
２
分
の
１
は
特
別

交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

④
地
域
自
治
活
動
推
進
事
業

（
５
６
０
万
円
）

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
ワ

ッ
ト
バ
イ
ク
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
置
す

る
も
の
で
、
財
源
は
全
額
が

特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま

す
。

⑤
進
化
台
地
区
飲
料
水
供
給

施
設
整
備
事
業（８

０
０
万
円
）

　

安
定
し
た
飲
料
水
供
給
の

た
め
で
財
源
は
辺
地
対
策
事

業
債
を
増
額
し
ま
す
。

⑥
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
家
族

旅
行
村
施
設
整
備
事
業

（
２
４
０
０
万
円
）

　

今
年
度
整
備
予
定
の
ケ
ビ

ン
２
棟
を
ベ
ッ
ド
タ
イ
プ
に

変
更
し
、
４
年
度
に
見
込
ん

で
い
た
ケ
ビ
ン
を
５
年
度
に

変
更
、
面
積
の
増
加
、
ｗ
ｉ

ｆ
ｉ
設
備
の
工
事
の
追
加
な

ど
を
行
い
、
財
源
は
辺
地
対

策
事
業
債
を
増
額
し
ま
す
。

歳
入

商
工
費
寄
附
金

（
１
０
０
０
万
円
）

　

第
一
ガ
ス
株
式
会
社
よ
り

寄
附
を
頂
き
「
学
生
関
係
人

口
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

業
の
財
源
と
し
ま
す
。

診
療
所
会
計
補
正
第
３
号

　

１
２
５
万
円
を
増
額
し
、

総
額
は
４
億
３
９
４
５
万
円

で
す
。

施
設
管
理
事
業（１

２
５
万
円
）

　

温
水
ポ
ン
プ
と
電
気
設
備

の
老
朽
化
に
よ
る
取
り
替
え

の
た
め
の
費
用
で
す
。

条
例
の
制
定

松
田
与
一
記
念
館
条
例

　

農
民
彫
刻
家
松
田
与
一
氏

の
親
族
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
自

宅
及
び
展
示
収
蔵
施
設
を
改

修
し
、
東
川
町
文
化
財
活
用

施
設
・
松
田
与
一
記
念
館
を

第
３
回
定
例
会

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
設
置

及
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

第３回第３回  定例会を開催定例会を開催

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

①
１
名
配
置
さ
れ
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
。

②
創
作
活
動
室
の
利
用
目

的
は
。

Ａ
（
文
化
交
流
課
長
）

①
藤
野
千
鶴
子
さ
ん
の
娘
、

斉
藤
り
ょ
う
さ
ん
を
雇
用

し
館
内
で
藤
野
さ
ん
の
絵

画
の
修
復
を
行
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

②
彫
刻
に
限
定
せ
ず
創
作

活
動
全
般
に
お
使
い
頂
け

ま
す
。

松田与一記念館
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条
例
の
一
部
改
正

東
川
町
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園

家
族
旅
行
村
条
例

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
髙
橋
重
敏
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

教
育
委
員
会
委
員
に
及
川

め
ぐ
み
氏
を
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会

（
７
月
16
日
）

一
般
会
計
補
正 

第
４
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

３
６
７
３
万
円
増
額
し
、
総

額
は
１
０
９
億
２
６
２
９
万

円
で
、
主
な
も
の
は
次
の
通

り
で
す
。

歳
出

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業

（
１
０
０
０
万
円
）

　

小
学
校
で
発
生
し
た
ク
ラ

ス
タ
ー
を
受
け
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
園
児
・
児
童
・

生
徒
・
教
職
員
約
７
０
０
名

に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布

す
る
事
業
と
、
各
施
設
の
除

染
作
業
費
で
す
。

②
子
育
て
世
帯
応
援
支
援
金

事
業　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

　

町
な
ど
が
直
接
管
理
す
る

公
共
施
設
に
お
い
て
感
染
ま

た
は
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た

世
帯
に
対
し
て
１
世
帯
当
た

り
２
万
円
の
見
舞
金
を
支
給

す
る
ほ
か
、
自
宅
待
機
な
ど

に
よ
り
休
業
と
な
る
自
営
業

者
の
方
や
、
母
子
家
庭
な
ど

の
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

５
万
円
を
上
限
に
支
援
金
を

給
付
す
る
事
業
と
し
て
増
額

し
ま
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

（
１
１
４
２
万
円
）

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
年
齢

が
12
歳
以
上
ま
で
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
、
財
源
は
全
額
国
庫

支
出
金
で
す
。

診
療
所
会
計
補
正
第
２
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
９

０
万
円
を
増
額
し
、
総
額
は

４
億
３
８
２
０
万
円
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
土
曜
日
開
催
に
従

事
す
る
一
般
職
員
手
当
と
会

計
年
度
任
用
職
員
報
酬
で
す
。

第
６
回
臨
時
会

（
８
月
27
日
）

一
般
会
計
補
正 

第
５
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５

０
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額

は
１
０
９
億
６
１
２
９
万
円

で
、
主
な
も
の
は
次
の
通
り

で
す
。

請
負
契
約

①
西
９
号
改
良
工
事

　

西
９
号
基
線
側
か
ら
北
５

線
に
向
か
う
延
長
２
７
７

７
・
１
８
ｍ
で
す
。

　

工
事
費
は
１
億
３
２
２
２

万
円
で
す
。

②
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
家
」
４
棟

工
事

　

東
町
１
丁
目
町
有
地
に
４

棟
の
事
務
所
を
建
設
す
る
も

の
で
、
１
・
２
棟
を
１
億
８

５
４
６
万
円
で
盛
永
・
ベ
ス

ト
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
が
、
３
・
４
棟
を
１
億
８

４
５
８
万
円
で
畠
山
・
小
岩

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
ま
し
た
。

Ｑ
（
山
家
祥
幸
議
員
）

　

新
設
の
Ｄ
棟
の
宿
泊
料

３
万
８
５
０
０
円
は
有
名

リ
ゾ
ー
ト
地
並
み
の
高
額

設
定
で
は
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

　

ワ
ン
ラ
ン
ク
高
い
設
定

と
し
て
い
ま
す
が
、
弾
力

的
な
運
用
を
見
込
み
ま
す
。

る
ボ
ッ
ク
ス
型
の
Ｋ
Ａ
Ｇ

Ｕ
構
造
を
取
り
入
れ
る
こ

と
や
、
外
壁
に
町
産
材
を

使
用
し
、
内
装
全
て
に
木

材
を
使
用
す
る
特
別
仕
様

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
い
窓
面
積
に
合
わ

せ
二
重
の
特
注
サ
ッ
シ
を

使
用
す
る
こ
と
、
吹
き
抜

け
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
坪
単
価
の
高
額
の
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

①
建
築
費
の
中
に
家
具
や

備
品
、
調
度
品
は
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

②
隈
研
吾
設
計
事
務
所
の

設
計
費
は
い
く
ら
か
。

Ａ
（
都
市
建
設
課
長
）

①
中
に
入
る
家
具
の
う
ち

５
０
０
万
円
分
を
含
め
て

お
り
、
東
川
町
の
家
具
を

使
い
ま
す
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

②
地
元
の
設
計
会
社
と
共

同
で
実
施
設
計
と
工
事
の

建
築
管
理
を
３
棟
分
２
７

０
０
万
円
で
発
注
し
て
い

ま
す
。

　

１
棟
分
は
拠
点
整
備
事

Ｑ
（
能
登
暢
吉
議
員
）

　

１
棟
46
坪
で
坪
単
価
が

約
１
８
０
万
円
と
か
な
り

高
額
で
す
が
。

Ａ
（
都
市
建
設
課
長
）

　

建
物
の
強
度
を
持
た
せ

定例会・臨時会
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全
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
決
算

　

分
担
金
の
収
入
未
済
額
及

び
滞
納
繰
越
分
は
な
く
、
収

納
率
１
０
０
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

受
益
者
負
担
の
視
点
に
立

ち
納
入
義
務
者
へ
の
啓
発
と

収
納
率
向
上
に
引
き
続
き
努

力
を
望
み
ま
す
。

●
診
療
所
特
別
会
計
決
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
す
る
院
内
環
境

を
整
え
る
た
め
、
発
熱
外
来

を
新
設
し
抗
原
定
性
検
査
な

ど
、
可
能
な
環
境
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
が
安
心
し
て

来
院
で
き
る
地
域
医
療
施
設

と
し
て
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
的

確
な
把
握
に
よ
り
、
患
者
数

及
び
収
入
の
増
加
に
努
力
を

望
み
ま
す
。

●
土
地
開
発
基
金
運
用
状
況

　

運
用
は
設
置
目
的
に
沿
っ

て
正
規
な
手
続
き
に
従
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ま
し

た
。

●
一
般
会
計
決
算

　

補
助
事
業
で
は
、
文
化
ギ

ャ
ラ
リ
ー
大
規
模
改
修
事
業
、

酒
造
施
設
整
備
事
業
な
ど
の

実
施
に
よ
り
12
億
６
１
０
５

万
円
増
額
、
単
独
事
業
に
お

い
て
は
、
道
路
改
良
事
業
な

ど
の
減
に
よ
り
２
億
５
６
６

７
万
円
減
額
と
な
っ
た
が
、

投
資
的
経
費
全
体
で
は
９
億

５
６
７
２
万
円
の
増
額
、
消

費
的
経
費
で
は
、
人
件
費
、

維
持
補
修
費
、
補
助
費
な
ど

の
増
に
よ
り
、
合
計
で
16
億

７
５
３
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

公
債
費
、
積
立
金
な
ど
全

体
で
４
億
６
４
５
万
円
の
増

額
、
経
常
収
支
比
率
は
80
・

４
％
と
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

経
常
一
般
財
源
比
率
は
97
・

８
％
と
下
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
弾
力

化
を
望
み
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
、
株
主
事
業

寄
附
金
な
ど
の
歳
入
が
増
え

て
お
り
、
町
の
価
値
が
高
ま

っ
て
い
る
と
評
価
で
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
税
収
減
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

の
支
出
に
備
え
た
基
金
積
立

な
ど
に
配
慮
し
つ
つ
財
政
健

監
査
委
員
の
意
見

　
　

令
和
２
年
度安井代表監査委員

監査委員の意見・臨時会

業
で
既
に
済
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
（
藤
倉
智
恵
子
議
員
）

①
家
具
は
５
０
０
万
円
で

納
ま
る
の
か
。

②
木
材
や
断
熱
に
弱
い
ガ

ラ
ス
を
多
用
す
る
な
ど
し

て
高
額
な
建
物
を
作
る
必

要
性
は
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

①
別
途
適
疎
ワ
ー
キ
ン
グ

事
業
の
な
か
で
発
注
を
予

定
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

②
隈
氏
の
提
案
を
受
け
、

建
築
物
と
し
て
魅
力
的
な

施
設
と
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
ま
す
。

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

①
４
棟
の
入
居
者
は
。

②
賃
借
料
は
、
高
額
な
建

築
物
に
見
合
っ
た
も
の
な

の
か
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

①
隈
事
務
所
の
紹
介
も
含

め
入
居
者
を
検
討
中
で
す
。

②
移
住
定
住
の
特
別
交
付

税
や
企
業
連
携
の
財
源
を

加
味
す
る
と
１
棟
あ
た
り

月
額
20
〜
30
万
円
の
家
賃

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

「KAGUの家」ヴィレッジ完成予想図
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質　

問

　

町
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
出
た
場
合
に
、

そ
の
都
度
、
感
染
状
況
を
公

表
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

情
報
公
表
の
一
例
と
し
て
、

一
部
の
町
民
が
知
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
そ
の
他
の
町
民

が
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
な

ど
の
町
民
の
中
で
情
報
格
差

が
起
こ
ら
な
い
仕
組
み
作
り

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
情
報
は
、
法
律
に
基

づ
き
、
町
の
施
設
で
起
こ
っ

た
集
団
感
染
（
ク
ラ
ス
タ

ー
）
の
場
合
は
町
で
公
表
す

る
が
、
そ
れ
以
外
の
町
内
の

感
染
者
情
報
に
つ
い
て
は
、

上
川
振
興
局
が
公
表
す
る
こ

と
で
あ
り
、
町
で
は
感
染
者

情
報
を
有
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

情
報
公
表
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
東
川
ア

プ
リ
、
防
災
無
線
な
ど
を
活

用
し
努
め
て
い
ま
す
の
で
不

足
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問

①
８
月
に
実
施
の
「
東
川
町

全
世
代
共
生
暮
ら
し
の
エ
リ

ア
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
町

民
の
意
見
を
募
集
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
行
い
ま

し
た
が
、
意
見
募
集
実
施
に

つ
い
て
の
町
民
へ
の
告
知
の

不
足
、
計
画
説
明
の
内
容
不

足
、
意
見
の
募
集
期
間
が
短

い
な
ど
の
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

特
に
建
築
費
や
建
物
の
年

間
維
持
費
な
ど
は
重
要
な
こ

と
な
の
で
公
表
す
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②
多
数
の
公
共
施
設
が
財
政

負
担
と
な
っ
て
い
る
美
瑛
町

や
京
都
市
の
財
政
破
綻
危
機

の
問
題
な
ど
が
報
道
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
東
川
町
の
公
共

施
設
の
多
さ
に
、
将
来
財
政

運
営
に
心
配
が
あ
る
と
の
町

民
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、
町

で
も
建
物
を
新
設
時
に
は
、

将
来
の
財
政
負
担
な
ど
を
し

っ
か
り
説
明
し
ま
せ
ん
か
。

町　

長

①
共
生
暮
ら
し
の
エ
リ
ア
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
何
度
か

広
報
な
ど
で
町
民
に
は
お
知

ら
せ
し
て
い
る
の
で
説
明
に

不
足
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

②
町
で
は
公
共
施
設
に
よ
っ

て
収
益
が
生
ま
れ
住
民
の
福

祉
の
向
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
は

留
学
生
の
授
業
料
、
暮
ら
し

体
験
館
は
ふ
る
さ
と
納
税
で

賄
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
町
民

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
施
設
を
指
し
て
町
民

の
負
担
と
な
る
と
い
う
の
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
住
民

説
明
会
を
行
い
な
さ
い
と
言

わ
れ
れ
ば
行
い
ま
す
。

　

過
去
に
説
明
会
を
開
催
し

て
も
町
民
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
員
も
町
民
に
説
明
し
、
し

っ
か
り
意
見
を
聞
い
て
頂
き

た
い
。

再
々
質
問

　

町
長
は
議
員
に
町
民
か
ら

意
見
を
聞
い
て
欲
し
い
と
言

い
ま
す
が
、
町
民
に
説
明
し

て
意
見
を
聞
く
の
は
議
員
と

共
に
町
の
役
割
で
あ
る
と
思

問答
町
民
に
積
極
的
な
情
報
公
表
を

町
民
に
積
極
的
な
情
報
公
表
を

不
足
な
く
行
っ
て
い
る

不
足
な
く
行
っ
て
い
る

い
ま
す
。

　

町
の
将
来
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
想
像
し
た
り
憶
測
や
不

安
、
心
配
す
る
話
が
町
民
の

間
で
話
題
に
な
る
の
は
、
日

頃
か
ら
町
と
町
民
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
原
因
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
と
い
う
こ
と
は
同
感
で

あ
り
、
実
際
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
直
接
話
す
機
会
も
少
な

い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
の
指
摘
は
真
摯
に
受

け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
も
町
民
に
情
報
を
公

表
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、

前
提
と
し
て
間
接
民
主
制
と

は
、
議
員
に
政
策
の
決
定
権

が
あ
り
、
議
員
が
町
民
の
皆

さ
ん
へ
情
報
を
共
有
し
意
見

を
聞
い
て
、
政
策
決
定
す
る

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

異
論
は
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
私
は
そ
の
よ
う
に
考

え
行
政
執
行
を
し
て
い
ま
す
。

杉 本 　岳 大

一般質問
（５議員が登壇）
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質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
７
月
に
町
内
小
学
校
を
中

心
に
発
生
し
た
集
団
感
染
で

は
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

小
・
中
学
校
ま
で
全
て
臨
時

休
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
学

級
や
学
年
単
位
の
閉
鎖
対
応

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

②
集
団
感
染
に
対
す
る
町
独

自
の
応
援
金
・
支
援
金
に
つ

い
て
、
そ
の
支
給
状
況
と
、

予
算
に
余
裕
が
あ
れ
ば
世
帯

主
に
限
定
し
た
条
件
を
緩
和

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

③
国
・
道
・
町
の
支
援
対
象

外
の
事
業
者
や
個
人
事
業
主

な
ど
の
存
在
を
ふ
ま
え
て
、

緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

教
育
長

①
当
初
は
休
業
予
定
３
日
間

の
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が

「
東
川
町
教
育
委
員
会
、
上

川
保
健
所
、
上
川
教
育
局
連

絡
会
議
」
に
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
再

検
査
や
消
毒
作
業
の
状
況
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
学
童
保

育
参
加
者
が
い
る
こ
と
、
感

染
者
・
濃
厚
接
触
者
の
家
族

に
幼
児
や
中
学
生
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

一
斉
休
業
が
好
ま
し
い
と
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

デ
ル
タ
株
の
疑
い
が
濃
厚

で
、
そ
の
性
質
が
不
明
な
こ

と
か
ら
も
、
全
校
の
休
業
を

７
日
間
に
延
長
し
ま
し
た
。

町　

長

②
児
童
・
生
徒
が
感
染
ま
た

は
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
世

帯
へ
の
応
援
金
は
、
58
世
帯

合
計
１
１
６
万
円
、
ひ
と
り

親
家
庭
や
自
営
業
者
に
対
し

て
の
支
援
金
は
、
20
世
帯
合

計
１
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

７
月
21
日
に
支
給
し
ま
し
た
。

　

個
々
の
事
情
に
よ
り
世
帯

主
以
外
の
方
が
主
に
生
計
を

担
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
方

を
世
帯
主
と
み
な
し
ま
す
。

　

感
染
に
伴
う
個
別
支
援
は

必
要
最
小
限
に
と
ど
め
、
予

防
対
策
と
通
常
の
経
済
活
動

の
回
復
を
目
指
す
も
の
を
優

先
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

現
行
の
予
算
残
額
は
、
今
後

の
感
染
に
備
え
ま
す
。

③
事
業
者
の
方
々
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
異
な
る
と
思

い
ま
す
が
「
感
染
予
防
と
生

活
維
持
の
両
立
」
の
た
め
、

出
来
る
こ
と
を
創
意
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
価
値
が
よ
り
一
層
向

上
し
「
住
民
に
と
っ
て
も
、

事
業
者
に
と
っ
て
も
、
広
く

消
費
す
る
人
々
に
と
っ
て
も

良
い
」
対
策
を
展
開
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
小
学
校
な
ど
の

休
業
の
影
響
で
、
お
子
さ
ん

の
面
倒
を
み
る
た
め
に
仕
事

を
休
ん
だ
場
合
に
、
国
が
事

業
者
に
対
し
て
創
設
し
て
い

る
「
両
立
支
援
等
助
成
金
育

児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
特
例
」
と
い
う
制
度
を
保

護
者
に
周
知
し
ま
せ
ん
か
。

　

学
校
な
ど
の
一
斉
休
業
に

よ
る
家
庭
の
食
費
負
担
増
に

対
し
、
親
子
食
事
チ
ケ
ッ
ト

の
再
配
布
は
ど
う
で
す
か
。

町　

長

　

万
が
一
の
時
は
民
間
が
担

え
な
い
よ
う
な
分
野
を
公
が

担
う
こ
と
が
基
本
と
考
え
、

ど
う
し
て
も
お
子
さ
ん
を
家

庭
で
保
護
で
き
な
い
場
合
は

柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
両
立
支
援
金
制
度
に

つ
い
て
は
必
要
な
ら
ば
案
内

し
ま
す
。

　

親
子
食
事
チ
ケ
ッ
ト
の
配

布
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問答
新
型
コ
ロ
ナ
集
団
感
染
支
援
は

新
型
コ
ロ
ナ
集
団
感
染
支
援
は

予
防
対
策
・
経
済
活
動
回
復
優
先

予
防
対
策
・
経
済
活
動
回
復
優
先

鈴 木 　哉 美

厚労省両立支援等助成金リーフレット

一般質問

東川町議会報 191 号（8）



（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
の
考
え
方
に
基
づ
い
た

政
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

今
進
め
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
そ
の
も
の
が
、
持
続
可
能

な
社
会
を
ど
う
作
る
か
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
17
の
ゴ
ー

ル
の
う
ち
町
で
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
は
14
程
度
、
約
80

％
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
的
に
取
り
組
め
て
い

な
い
も
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
、
気
候
変
動
対
策
、
海

の
豊
か
さ
を
守
る
の
３
つ
で

す
。質　

問

　

昨
年
、
東
川
小
学
校
６
年

生
が
授
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学

び
、
町
に
対
し
て
各
自
の

素
晴
ら
し
い
考
え

を
議
会
に
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、

学
校
教
育
の
中
で

ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

　

新
学
校
指
導
要

領
の
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
明
記
さ
れ
、

小
学
校
は
一
昨
年
、

中
学
校
は
昨
年
か

ら
新
教
科
書
で
学

ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
平
成
29

年
度
か
ら
文
科
省

研
究
開
発
学
校
と

し
て
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
か
ら
高
校
ま
で
Ｇ
ｌ
ｏ

ｂ
ｅ
（
グ
ロ
ー
ブ
）
と
い
う

教
科
に
取
り
組
み
、
そ
の
中

で
も
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

質　

問

　

町
の
業
務
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
町
内
の
団
体
や
法
人
な

ど
の
活
動
の
中
に
既
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
結
び
つ
き
が
あ
る
こ

と
を
啓
発
し
て
は
ど
う
で
す

か
。町　

長

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
生

産
活
動
は
全
て
持
続
可
能
な

た
め
の
活
動
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
普
及
す
る
こ
と
に
異

論
は
な
く
、
省
エ
ネ
な
ど
も

含
め
ど
う
取
り
組
む
か
総
合

的
に
検
討
し
ま
す
。

質　

問

　

変
異
株
に
よ
り
新
し
い
段

階
に
入
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

町
で
は
オ
ゾ
ン
滅
菌
器
や

空
気
清
浄
機
な
ど
で
の
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
各
自
が
手
洗
い
・
う
が

い
・
マ
ス
ク
着
用
の
基
本
的

な
マ
ナ
ー
を
守
り
、
12
歳
以

上
の
方
に
は
極
力
ワ
ク
チ
ン

問答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

総
合
的
に
検
討

総
合
的
に
検
討

問

問

答

答

新
し
い
段
階
の
新

新
し
い
段
階
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
は

型
コ
ロ
ナ
対
策
は

フ
リ
ー
ラ
ン
ス

フ
リ
ー
ラ
ン
ス

支
援
を

支
援
を

基
本
的
マ
ナ
ー
と

基
本
的
マ
ナ
ー
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

扶
養
以
外
の

扶
養
以
外
の

支
援
が
必
要

支
援
が
必
要

接
種
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

感
染
し
た
人
に
は
温
か
い

手
を
差
し
伸
べ
て
い
く
意
識

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

国
の
持
続
化
給
付
金
や
一

時
支
援
金
・
月
次
支
援
金
に

つ
い
て
世
帯
主
で
な
い
た
め

申
請
で
き
な
い
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
町

独
自
の
給
付
で
対
応
で
き
ま

せ
ん
か
。

町　

長

　

夫
の
扶
養
に
入
る
た
め
に

所
得
38
万
円
以
内
に
収
め
て

い
る
の
が
減
っ
た
の
で
給
付

金
を
出
し
て
欲
し
い
と
い
う

の
は
、
筋
が
違
う
と
思
う
。

　

一
生
懸
命
働
い
て
も
38
万

に
満
た
な
い
と
い
う
人
た
ち

を
し
っ
か
り
支
え
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

鶴 間 　松 彦

SDGｓ17のゴール

一般質問

（9）東川町議会報 191 号



質　

問

①
昨
年
よ
り
空
き
家
バ
ン
ク

を
設
け
て
情
報
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

空
家
流
動
化
対
策
交
付
金

と
し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
賃

貸
・
売
買
費
用
と
し
て
20
万

円
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

②
建
築
物
等
の
解
体
工
事
に

お
け
る
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

の
排
出
な
ど
の
抑
制
を
図
る

た
め
「
大
気
汚
染
防
止
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
順

次
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
綿
除
去
工
事
を
行
な
う

場
合
は
、
通
常
よ
り
費
用
と

工
期
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

空
き
家
の
増
加
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
る
の
で
、
対
象
と

な
る
建
物
な
ど
の
費
用
に
つ

い
て
、
補
助
金
の
最
大
限
度

額
を
見
直
す
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

町　

長

①
８
月
末
現
在
、
ア
パ
ー
ト

71
棟
、
戸
建
て
住
宅
７
棟
、

土
地
１
件
が
登
録
に
な
っ
て

お
り
、
昨
年
度
は
11
件
の
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

交
付
金
は
空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
が
無
い
と
交
付
さ
れ

な
い
仕
組
み
な
の
で
、
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
発
生
頻
度

の
把
握
と
、
利
用
促
進
に
繋

げ
て
い
ま
す
。

②
ア
ス
ベ
ス
ト
を
長
い
間
吸

い
込
む
こ
と
で
、
呼
吸
困
難

や
肺
が
ん
な
ど
の
疾
患
を
発

症
し
、
甚
大
な
健
康
被
害
を

及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
空
家
等
対
策
計
画
に

掲
載
さ
れ
た
Ｄ
ま
た
は
Ｃ
評

価
の
空
き
家
な
ど
解
体
工
事

に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
25
万
円
を
上
限
に
補

助
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

か
ら
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん

だ
住
宅
を
解
体
す
る
場
合
に

は
通
常
の
１
・
５
倍
程
度
の

経
費
が
か
か
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

と
定
住
人
口
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
空
き
家
の
除

去
や
新
た
な
人
の
入
居
を
含

め
改
修
支
援
な
ど
総
合
的
に

見
直
し
を
検
討
す
る
よ
う
担

当
課
へ
指
示
し
て
お
り
、
次

年
度
予
算
編
成
に
向
け
具
体

化
に
努
め
ま
す
。

再
質
問

　

十
数
年
後
に
は
、
一
般
住

宅
の
４
軒
に
１
戸
が
空
き
家

な
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

人
口
減
少
と
合
わ
せ
て
空
き

家
も
増
加
に
転
じ
て
い
く
こ

と
は
、
間
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
が
。

町　

長

　

一
般
的
に
日
本
の
人
口
は

減
少
す
る
見
込
み
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
魅
力
的
な
施
策

を
展
開
し
て
、
多
く
の
方
々

に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
増
え
は

し
な
く
て
も
減
ら
さ
な
い
こ

と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

空
き
家
・
空

き
地
対
策
は
、

町
の
価
値
を
持

続
し
て
い
く
上

で
も
非
常
に
大

切
で
す
。

再
々
質
問

　

長
期
に
至
っ

て
い
る
空
き
家

が
あ
り
ま
す
が
、

倒
壊
の
恐
れ
や

治
安
の
悪
化
な

ど
、
野
生
動
物

が
住
み
着
い
て

農
作
物
の
被
害

に
も
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。

町　

長

　

温
泉
地
に
は
大
き
な
課
題

を
持
っ
た
空
き
家
が
あ
り
、

平
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

に
対
し
て
何
度
も
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
り
な
が
ら
、
撤
去
や

利
活
用
の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

住宅解体現場

問答
空
き
家
対
策
と
解
体
工
事
費
用
を

空
き
家
対
策
と
解
体
工
事
費
用
を

次
年
度
予
算
編
成
で
具
体
化
に

次
年
度
予
算
編
成
で
具
体
化
に

能 登 　暢 吉

一般質問

東川町議会報 191 号（10）



（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

町
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

宿
泊
施
設
に
対
し
て
令
和
３

年
度
経
済
対
策
事
業
で
３
泊

ま
で
宿
泊
優
待
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
、

端
境
期
の
旭
岳
温
泉
は
宿
泊

者
が
少
な
く
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
合
宿
に
て
宿

泊
者
を
確
保
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

ス
キ
ー
合
宿
は
長
期
に
わ

た
り
宿
泊
し
ま
す
。

　

対
策
事
業
費
と
し
て
４
０

０
０
泊
分
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
の
で
合
宿
全
泊
分
を

カ
バ
ー
で
き
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

冬
期
間
の
観
光
の
中
で
、

旭
岳
温
泉
地
区
で
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
の
ス
キ
ー
合
宿
が

占
め
る
割
合
は
非
常
に
大
き

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

雪
を
活
か
し
た
観
光
を
ど

う
進
め
て
い
く
か
、
ク
ロ
カ

ン
の
ス
キ
ー
選
手
だ
け
で
は

な
く
て
、
ス
キ
ー
全
般
を
捉

え
て
誘
客
を
し
て
い
く
体
制

を
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
担
当
者
と
端
境
期
に

雪
を
活
か
し
た
観
光
を
い
か

に
進
め
て
い
く
か
話
を
し
て

い
ま
す
。

　

ク
ロ
カ
ン
の
宿
泊
費
の
補

助
は
、
何
泊
に
す
る
か
全
泊

に
す
る
か
、
予
算
の
関
係
も

あ
り
ま
す
の
で
、
観
光
地
の

皆
さ
ん
と
も
協
議
を
し
な
が

ら
ど
う
い
う
形
で
進
め
た
ら

い
い
の
か
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

質　

問

　

東
川
振
興
公
社
に
お
い
て

ス
キ
ー
場
の
収
入
は
大
き
な

ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
同
様
に
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
に
て
人
材
確
保
を

し
て
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
今

年
の
営
業
方
針
を
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

町
に
と
っ
て
振
興
公
社
は

と
て
つ
も
な
く
大
切
な
企
業

で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
連
携
を
取
り
な
が

ら
財
源
を
確
保
し
て
、
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
場
は
、
６
０
０
０

万
円
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ

り
、
重
要
な
自
主
財
源
確
保

の
施
設
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

東
川
は
雪
が
少
な
い
た
め

シ
ー
ズ
ン
初
め
に
コ
ー
ス
内

で
水
が
浮
く
場
所
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
度
に
補
正
予
算
が
組

め
る
よ
う
で
し
た
ら
暗
渠
工

事
を
し
て
、
最
高
の
条
件
で

ス
キ
ー
場
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

る
こ
と
が
最
大
の
営

業
戦
略
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
ス
キ
ー
場

の
よ
う
に
、
通
年
で

管
理
す
る
専
従
の
ス

キ
ー
場
担
当
を
配
置

し
、
冬
に
お
い
て
は

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
な
人
材
を
確
保
し
、

よ
り
一
層
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
安
全
な
ス

キ
ー
場
運
営
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

町　

長

　

で
き
る
限
り
自
主

問答
端
境
期
の
旭
岳
温
泉
に
経
済
支
援
を

端
境
期
の
旭
岳
温
泉
に
経
済
支
援
を

担
当
課
と
協
議
検
討

担
当
課
と
協
議
検
討

問答
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
ビ

キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
ビ

レ
ッ
ジ
の
営
業
方
針
は

レ
ッ
ジ
の
営
業
方
針
は

自
主
的
に
運
営

自
主
的
に
運
営

的
に
運
営
を
し
て
収
入
を
上

げ
る
と
い
う
方
向
を
期
待
し

て
い
る
訳
で
、
我
々
と
連
携

の
分
野
で
大
切
な
こ
と
は
ハ

ー
ド
の
整
備
は
町
が
や
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
し
て
、
リ
フ
ト
の
整
備
、

コ
ー
ス
の
水
溜
ま
り
の
問
題
、

照
明
の
問
題
、
そ
う
い
っ
た

ハ
ー
ド
の
面
で
の
整
備
は
町

が
や
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

改修後のリフト

山 家 　祥 幸

一般質問
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染
症
に
よ
り
、
令
和
元
年
度

分
を
含
め
計
10
回
、
事
業
費

の
合
計
約
６
億
９
千
万
円
の

補
正
予
算
を
行
い
、
企
業
融

資
に
対
す
る
利
子
補
給
や
Ｈ

Ｕ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
飲

食
小
売
店
な
ど
に
対
す
る
支

援
、
観
光
地
宿
泊
施
設
に
対

す
る
支
援
、
働
く
機
会
の
創

出
、
家
具
業
界
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
融
資
に
対
す
る
保
証

◎
調
査
日

　

令
和
３
年
７
月
７
日

◎
調
査
内
容

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

の
概
要
に
つ
い
て

②
令
和
３
年
度
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
仕
事
内
容
・
条
件

に
つ
い
て

料
・
利
子
補
給
支
援
事
業
で

は
、
令
和
１
〜
２
年
で
１
１

６
件
の
利
用
が
あ
り
、
町
内

の
半
数
近
く
の
企
業
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
場
産
業
回
復
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
で
は
２
１
７
件
の
利

用
、
各
種
相
談
や
申
請
支
援

の
窓
口
事
業
で
は
１
４
４
件

の
相
談
、
延
べ
43
件
の
申
請

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
に
よ
り
、

倒
産
・
廃
業
の
防
止
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

③
協
力
隊
支
援
に
つ
い
て

④
退
任
後
の
動
向
（
起
業
、

居
住
）
に
つ
い
て

◎
調
査
の
意
見

　

令
和
３
年
６
月
現
在
の
隊

員
数
は
38
名
、
全
国
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
数
で
、
平

成
24
年
度
か
ら
隊
員
数
は
累

計
で
97
名
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
任
期
終
了
後
に
町
内
に
定

◎
調
査
日

　

令
和
３
年
８
月
６
日

◎
調
査
内
容

①
東
川
町
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

経
済
対
策
に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
町
内
産
業
へ
の
影
響
に

つ
い
て

◎
調
査
の
意
見

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

　　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｈ
Ｕ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
消
費
拡
大
支
援
事
業
は
、

町
内
中
心
部
の
利
用
し
や
す

い
店
舗
に
集
中
し
が
ち
な
点

や
、
Ｈ
Ｕ
Ｃ
非
加
盟
店
の
支

援
が
難
し
い
点
で
課
題
が
残

り
ま
す
。

　

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
や
親
子

パ
ク
パ
ク
チ
ケ
ッ
ト
と
連
携

し
た
出
前
イ
ー
ツ
な
ど
の
取

り
組
み
は
、
売
上
と
い
う
面

で
の
費
用
対
効
果
以
外
に
、

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
雇
用

や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
効
果
や
、
新
規
顧
客
開

拓
に
つ
な
が
る
効
果
も
あ
り
、

数
字
と
し
て
表
れ
な
い
部
分

で
も
、
飲
食
店
・
利
用
者
・

し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
で
の
労
働

者
そ
れ
ぞ
れ
に
好
影
響
を
与

え
た
と
考
え
ま
す
。

　

緊
急
的
な
経
済
対
策
で
、

数
字
で
の
事
業
効
果
測
定
が

難
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
事

業
実
施
の
評
価
方
法
に
つ
い

て
検
討
が
必
要
で
す
。

住
し
、
起
業
し
た
隊
員
が
９

名
、
就
職
し
た
隊
員
が
19
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
営
の
日
本
語
学
校
の
教

師
・
観
光
Ｐ
Ｒ
の
推
進
・
ア

ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
・
産
業
発

展
推
進
・
移
住
定
住
の
Ｐ
Ｒ

・
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
の
分

野
で
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

隊
員
は
、
町
の
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
雇
用
す
る

方
法
と
兼
職
で
雇
用
さ
れ
な

い
方
法
と
が
あ
り
、
報
酬
等

は
月
額
20
万
円
を
上
限
に
職

務
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
各
隊

員
ご
と
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
方
法
の
違
い
に
よ
っ

て
隊
員
間
で
活
動
内
容
と
報

酬
な
ど
に
不
公
平
感
や
疑
念

が
出
な
い
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　

隊
員
が
任
期
満
了
後
に
自

立
し
て
引
き
続
き
町
内
へ
の

定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
３
年

間
の
任
期
中
に
、
町
民
と
の

交
流
の
機
会
を
支
援
す
る
な

ど
、
任
期
終
了
後
の
自
立
に

向
け
て
の
活
動
や
定
住
へ
の

動
機
付
け
な
ど
の
支
援
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

隊
員
は
、
こ
れ
ま
で
町
に

な
か
っ
た
業
務
を
可
能
に
す

る
よ
う
な
ス
キ
ル
や
経
験
を

を
提
供
し
、
町
に
新
た
な
可

能
性
を
見
い
出
す
と
考
え
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
町
は
積
極
的
な

活
用
を
図
っ
て
頂
き
た
い
。

委員会報告
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①
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間

の
地
方
一
般
財
源
総
額
に

つ
い
て
は
、
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
２
１
に
お
い
て
、
令
和

３
年
度
地
方
財
政
計
画
の

水
準
下
回
ら
な
い
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
保

障
関
係
費
が
増
大
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の

地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し

わ
寄
せ
が
さ
れ
な
い
よ
う
、

十
分
な
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

②
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村

①
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持

続
的
に
発
揮
し
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す
る

た
め
、
適
切
な
間
伐
と
伐

採
後
の
着
実
な
再
造
林
の

推
進
に
必
要
な
森
林
整
備

事
業
予
算
や
、
防
災
減
債

対
策
の
推
進
に
必
要
な
治

山
予
算
を
十
分
に
確
保
す

る
こ
と
。

②
森
林
事
業
の
循
環
利
用
を

通
じ
て
、
林
業
・
木
材
産

業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

活
用
に
よ
る
林
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
生
産
、

流
通
体
制
の
強
化
、
都
市

の
木
造
化
な
ど
に
よ
る
道

産
木
材
の
販
路
拡
大
、
森

の
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、

生
産
性
革
命
の
実
現
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
固
定
資
産
税
等
に

係
る
特
例
処
置
は
、
本
来

国
庫
補
助
金
等
に
よ
り
対

応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確

実
に
終
了
す
る
こ
と
。

③
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
講
じ
ら
れ
た
土
地
に

係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
額
を
令
和
２
年
度
と

同
額
と
す
る
負
担
調
整
措

置
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
限
り
と
す
る
こ
と
。

④
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的

軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、

更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行

わ
な
い
こ
と
。

⑤
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
、

拡
充
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
一
部
を
地
方
税
又
は
地

方
贈
与
税
と
し
て
地
方
に

税
源
分
配
す
る
こ
と
。

図
る
こ
と
。

④
国
土
強
靭
化
の
事
業
計
画

に
基
づ
く
橋
梁
、
ト
ン
ネ

ル
等
の
老
朽
化
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
点
検
、
診

断
、
補
修
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
、
技
術
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

⑤
冬
期
交
通
に
お
け
る
安
全

性
の
確
保
通
学
路
の
交
通

安
全
対
策
、
無
電
柱
化
の

推
進
、
安
全
で
快
適
な
自

転
車
利
用
環
境
の
創
出
、

暮
ら
し
や
経
済
活
動
を
支

え
る
道
路
の
整
備
や
管
理

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

⑥
泊
発
電
所
周
辺
の
道
路
は

災
害
時
の
避
難
道
路
と
し

て
の
機
能
も
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
急
な
整
備
、

管
理
を
図
る
た
め
の
予
算

を
確
保
す
る
こ
と
。

⑦
災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ

円
滑
な
復
旧
の
た
め
、
北

海
道
開
発
局
等
、
人
員
体

制
の
充
実
・
強
化
を
は
か

る
こ
と
。

意
見
書
を
採
択
し
、
議
長
名
で
内
閣
総
理
大
臣
及
び　

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
大
臣
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

国
土
強
靭
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

大
学
生
等
へ
の
給
付

奨
学
金
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

①
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期

安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
道
路
関
係
予
算
の
所

要
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

②
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速

化
対
策
を
計
画
的
に
進
め

る
た
め
に
必
要
な
予
算
・

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

③
新
広
域
道
路
交
通
計
画
に

基
づ
き
、
高
規
格
道
路
に

つ
い
て
は
、
着
手
済
み
区

間
の
早
期
開
通
、
未
着
手

区
間
の
早
期
着
手
及
び
暫

定
２
車
線
区
間
の
４
車
線

化
と
い
っ
た
機
能
強
化
を

①
国
は
、
教
育
予
算
を
増
や

し
て
大
学
生
等
に
対
す
る
給

付
奨
学
金
制
度
を
拡
充
す
る

こ
と
。

林
づ
く
り
を
担
う
人
材
の

育
成
な
ど
に
必
要
な
支
援

を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。

意見書
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●●●議会を傍聴しませんか●●●次回は12月９日～10日の予定です。
町議会では、町民の暮らしに関する重要な事柄が審議されています。
　　議場は、役場３階、傍聴席はコロナ対策で15席程度に限定しています。
　　団体の傍聴は、資料の準備もありますので、事前にお知らせください。

議会事務局
82－2111

　（令和３年７月16日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・136,727千円を増額し、総額10,926,293千円とする
・2,900千円を増額し、総額438,200千円とする

原案可決
〃

・いきいき農園管理棟等建設工事請負契約（契約金額56,100千円） 原案可決

　（令和３年８月27日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・35,000千円を増額し、総額10,961,293千円とする 原案可決

・西３号道路改良工事請負契約（契約金額49,390千円）
・西９号道路改良工事請負契約（契約金額132,220千円）
・ＫＡＧＵの家１・２号棟工事請負契約（契約金額185,460千円）
・ＫＡＧＵの家３・４号棟工事請負契約（契約金額184,580千円）

原案可決
〃
〃
〃

・キャンモアスキービレッジクワッドリフト大規模改修工事請負契約（契約金額77,594千円）
　西10号道路改良工事請負契約（契約金額67,037千円）
　東川第三小学校校舎長寿命化改良工事請負契約（契約金額246,543千円）

報 告 済

区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第10回全員協議会 令和３年８月27日

１） 全世代共生暮らしのエリア事業について
２） 北海道における緊急事態宣言への対応について
３） 新型コロナワクチンの接種状況について
４） 東川町緊急防災周知等機能構築事業について
５） 適疎なまちづくりに関するアンケート調査について
６） 「株式会社　隈研吾建築都市設計事務所」からの企業版ふるさと納税

について
７） その他

　（令和３年９月７日～ 10日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・原案のとおり認定
・　　　〃
・　　　〃

原案認定
〃
〃

・83,959千円を減額し、総額11,045,252千円とする
・1,250千円を増額し、総額439,450千円とする

原案可決
〃

・東川町文化財活用施設　松田与一記念館の設置及び管理に関する条例の制定
・新設したケビンＤ棟の使用料を設定する改正

原案可決
〃

・任期満了に伴う髙橋重敏氏の選任（再任）
・任期満了に伴う及川めぐみ氏の任命（再任）

原案同意
〃

・地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく報告 報 告 済

・辺地地区における事業計画内容の変更を行う２次変更 原案可決

・畑中雅晴議員より、意見書について趣旨説明
・　　　　　　　　　〃
・藤倉智恵子議員より、意見書について趣旨説明
・　　　　　　　　　〃

原案可決
〃
〃
〃

・総務文教常任委員会委員長より、調査活動の結果について報告
・産業建設常任委員会委員長より、調査活動の結果について報告

報 告 済
〃

・総務文教・産業建設・議会運営の各委員長からの申し出 原案可決
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第５回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算
・令和３年度　東川町一般会計補正予算（第４号）について
・令和３年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第２号）について

その他案件 ・いきいき農園管理棟等建設工事請負契約について

第６回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算 ・令和３年度　東川町一般会計補正予算（第５号）について

そ の 他
案 件

・西３号道路改良工事請負契約について
・西９号道路改良工事請負契約について
・ＫＡＧＵの家１・２号棟工事請負契約について
・ＫＡＧＵの家３・４号棟工事請負契約について

報 告
・専決処分の報告について（工事請負契約の変更について）

全員協議会の開催状況
区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第８回全員協議会 令和３年７月16日
１） 新型コロナウイルス感染症集団感染にかかる経過等について
２） 全世代共生暮らしのエリアについて
３） 附属機関に関する基本的な考え方について

第９回全員協議会 令和３年８月11日

１） 新型コロナウイルス感染症集団感染にかかる経過等について
２） 全世代共生暮らしのエリア事業について
３） 羽衣公園防護柵撤去工事について
４） 東川町健康寿命延伸プログラムについて
５） 旧さくら工芸の土地・建物の取得について
６） 町有財産のプロポーザルについて
７） 東川版「学生関係人口」構築プロジェクトについて
８） 国民保護計画の変更について
９） 令和３年度普通交付税について
10） 株式会社振興公社の決算について
11） その他

第３回定例会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

決算認定
・令和２年度　東川町一般会計歳入歳出決算認定について
・令和２年度　東川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
・令和２年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計歳入歳出決算認定について

補正予算
・令和３年度　東川町一般会計補正予算（第６号）について
・令和３年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第３号）について

条 例 等
・東川町文化財活用施設　松田与一記念館条例の制定について
・東川町キトウシ森林公園家族旅行村条例の一部を改正する条例の制定について

人事案件
・東川町固定資産評価審査委員会委員の選任について
・東川町教育委員会委員の任命について

報 告
・令和２年度 東川町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率につい
て

その他案件 ・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

意 見 書

・林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書について
・国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書について
・「大学生等への給付奨学金制度の拡充」を求める意見書について
・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

調査報告
・地域おこし協力隊について
・東川町におけるコロナ経済対策について

そ の 他 ・閉会中の所管事務等の調査の申し出
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８月

９月

10月

６日　産業建設常任委員会所管事務調査
11日　第９回全員協議会
　　　第４回議会運営委員会
14日　令和３年「二十歳を祝うつどい」
19日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
24日　定例会前各常任委員会
27日　東川町議会第６回臨時会　
　　　第10回全員協議会
31日　第５回議会運営委員会

１日　令和２年度決算監査講評
７日　東川町議会第３回定例会（１日目）
８～９日　常任委員会議案調査
10日　東川町議会第３回定例会（２日目）
14日　東川日本語学校第12回卒業証書授与式
20日　KAGUデザインコンペ表彰式・パネルディスカッション
22日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
24日　秋の交通安全祈願祭

６日　東川日本語学校第13回入学式
７日　議会報編集特別委員会（１回目）
14日　議会報編集特別委員会（２回目）
15日　東川町議会第７回臨時会
20日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
　　　議会報編集特別委員会（３回目）
22・26・27日　定例監査

令和３年「二十歳を祝うつどい」

KAGUデザインコンペ表彰式

東川日本語学校第13回入学式

発行：東川町議会／編集：議会報編集特別委員会　〒071‒1492 北海道上川郡東川町東町１丁目 ☎0166‒82‒2111

会議の記録はせんとぴゅあⅡ閲覧室とホームページで見ることができます。
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